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1 ） 調査員は陸 羽支場詰農商務 省技 師恩 田鉄弥、 加藤茂包、 石塚鉄平の3 名であ った。
2 ）『明 治前期産業 運動資料』（明治文 献資料刊 行会、1965 年） 別冊（12）Ⅲ 「農事調査表」 第一、第二。
3 ） 日清戦 争を機 に我が国 の食糧 増産政 策の基調 はいっそ う強 まっ た。こ の時期は、 また、 明治初 年来 の「老
農段階」 の改 良ポテン シャルに 競り が見え始 めた時期で もあ った （穐 本洋哉 「近代 日本の 農業成長率再考 」
東 洋大学経済研 究会『経済論集』 第36巻2 号（2011 年3 月）p.l37）。


































































































＊ 「秋田懸 仙北郡農事調査報 告」 上巻 「稲作改良 ノ部」第9 章より作成。
第十一章「稲熱病」では、乾湿田と稲熱病発生の関わりについて、試験場試験成績（各稲品種の肥
料用量）を踏まえ、以下の言及がなされている。すなわち、




























町 村別 調査 結 果 と若 干の 解析
1 ．「各町村之部」調査項目
「秋田懸仙北郡農事調査報告」下巻（「各町村之部」）は、郡内40 ヶ町村5）における農事調査の報
5 ）町村 名は、 下 記の40ヶ町村である。




































表2　 仙 北地方 にお ける稲品種の早晩 別一覧
O 内は資料出現回 数
早晩 �品種数 � 品　　　　　　　　　種
早稲 �50種 �五郎兵衛(10)、白川(6  : 早生白川、早稲白河含む)、善五郎(4)、シナラ く3 : シ




中稲 �37種 �宇兵衛(4)、名古屋白(4)、両国(4)、栄助(2  : 永助含む)、最上白(2)、彦兵衛(2)、
三光(1)、赤毛(1)、矢島(1)、大場白(1)、高砂(1)、萬作(1)、丹穂(1)、倉塞(1)、細葉(1)
、五郎作(I) 稲葉(1)、五郎兵衛(I) 重兵衛(I) セツチヤコ(1)、南部赤(I) 六
之助(1)、文(1)、六返り(1)、善五郎(1)
晩稲 �24種 �白川(3)、庄作(2)、稲葉(2)、宇兵衛(2)、浅草(2: 朝草含む)、短穂(2)、晩白川(1)、
赤毛(I) 檜岡早生(1)、高砂(1)、重助d) 、シバガラミ(I) ビロード(1)、ハダカク(1)、
電光(1)、庄内(1)、名古屋白(1)
儒 �8 種 �黒総(D 、松の下(1)、耳切 〈1 〉、木ノ下(1)、黒川(1)、稲葉(1)、赤総(1)、耳黒(1)








屋白」、「宇兵衛」）を除くと、残りの殆どは資料に1 回（=  1 ヶ村）にしか登場しない弱小の稲品







8 ） 早 秋冷によ る被害回 避のた め北地で は、し ばしば、 晩稲の作 付が禁 止され た。 秋田県 では、 明治11年 に晩
稲禁 止令が 発令されて いる （穐 本洋 哉「近 代移行時代 におけ る北地 の稲品種 の変遷　一　 秋田県 の場 合
－ 」東洋 大学経済研究会 『経済論集』 第20巻1 ・2 号合併号1995 年1 月p.23 ）。







次に、表3 は、各町村 「坪刈成蹟」表に示された土性＝乾・湿田別の品種一覧である。これ に従
がえば、乾、湿田とも早稲では 「五郎兵衛」、中稲では 「名古屋白」、「宇兵衛」が栽培される こと
が多かった（＝出現回数が多かった）点が判る。いずれも、既述の如く、この地域の主力品種で あっ
たことから当然の結果と考えられるが、湿田の場合には、さらに、出現回数が多い稲として、早稲
では 「善五郎」（出現回数14 回）、「白川」（同13 回）が、また中稲では「両国」（同10 回）が加わる。
これらの稲は、耐湿性に富み、湿田でも安定した収量を確保できる“湿田向ぎ の品種であったと
考えられよう。 また、下表で湿田に記入されている稲の内、「庄内早生」（出現回数5 回）お よび
「稲妻」（同4 回）は、石川理之介『稲種得失弁』（明治34年）によれば、それぞれ、「谷地、潟端、

























＊ 「秋田 懸仙北郡農事 調査報告」上巻第15 章本郡各町村 収量調査より作 成。
＊＊　「短 穂」は 早稲 とし て分 類し てい るが、 晩 稲と記載 されて いる ものもあ る。 そ の他、早 ・中、 中・ 晩 双方
に記載 がある場 合も 含め、 ここでは、 早晩 の区別を記 載回数の多 寡によってい ずれかに分類した。
10）穐本 「前掲論文」（1995 年）p.22．
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冷水、渋水、砂交り」、「深田、川添田、冷水、渋水、砂地」の不良田向き品種であったという。さ
らに　白川種の内晩稲＝「白川晩稲」も、「ヒトロ田、深田、谷地田、川埃、水損地、浜辺」向き
に分類されている。すべての稲が濯排水が整備され、肥効の優れた良田、熟田に適しているとは限
らず、劣田で、返って、好収量を残す場合もあった。この時代、赤米の系譜をひく稲がなお多く栽
培されていたのはそのためである。表では、「短穂」の外、「庄内早稲（早生）」が赤米系統種であ
る1几 一般に熟田には耐肥性に富んだ、比較的上品な稲が、また不良田には劣位な栽培条件の下で
も安定した収量が見込める稲が向いているとされているが、上記 「種類」調査にも土性に応じてそ
うした品種の分化、相違が示されていた点が窺われよう。
結び
調査結果から明らかなように 資料 「秋田懸仙北郡農事調査報告」の最大の特色性は、我が国近
代稲作農業を特徴付ける2 つの発展方向：田地の基盤整備と集約農法の確立を乾田化を基軸に一体
として捉えて調査している点にある、すなわち、土木・土壌面での湿田の乾田化および農学・農方
面での乾田適応の耕種法と品種を結び付けて捉えていることがそれである。また、各町村の詳細な
土質・土性分析、乾田化の適否、栽培品種の調査と適応品種の助言・指導（＝「意見」）は、いずれも、
明治中期・後半の政府・府県による勧農方針の末端農村段階での徹底振りを伝える資料として興味
深い。冒頭でも述べたように 明治期中葉は農業に向けた国の行政的再編が本格化し始めた時期で
あった。政府は法令に基づく農会および水利組合の系統組織化を図り、自らも国立試験場制度を創
設、支場および府県農試 一郡農試を系統化して農事面で直接事業に乗り出したのである。「調査報
告」は、調査結果それ自体が持つ資料価値とともに それが国立農事試験場陸羽支場の3 名の技師
の手によったところに 我が国近代農政展開の一餉を綴る文献的価値を併せ持つものと考える。
11) 注10〉 に同じ。
本稿は、平成23年度「東洋大学国内特別研究」に基づく研究成果の一部である。同研究期間中、秋田県が所
蔵する農業関係資料の閲覧、複写を許可された秋田県農業水産技術センターおよび大曲市立図書館に対し、こ
こに 記して謝意を申し述べたい。
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